
 

 

 

 

 

ぽりすけ さん（五中） 

 

エーカゲン二世 さん（五中） 

 

４～６月 
 

いろは丸 さん（五中） 

 

かんネコ さん（五中） 

 

さとうきびっ さん（五中） 

 

Ｒです。 さん（五中） 

 

５人はブリギュア  さん（五中） 

 

おもち さん（五中） 

 

レイ さん（五中） 

 

10～12月 
 

てをつないでるえ さん（五中） 

 

非・日常 
 

終焉の者 さん（五中） 

 

ナゾトキ 
 

ｈｏｋｕ さん（五中） 

 

＃友だち 
 

蛍 さん（五中） 

 

靃紅 さん（五中） 

Ｍ．さん（五中） 

 

ドリフト＆ 

アイコニック さん 

（五中） 

 

ゆずちゃ。 さん（五中） 

 

推しになりたい… さん（五中） 

 

高悠 さん  

（東国分中） 

 

カフェ・オレ さん（五中） 

 

ヤギのエサ さん（五中） 

 

あめ さん  

（東国分中） 

 

７～９月 
 

（2022年度） 

ＹＡ特集展示 イラスト展 
 

市内の中学生が描いてくれたイラストです。 
YA コーナーで特集にあわせて展示します。 
ぜひご覧ください☆ 

こんぺいとう さん  

（福栄中） 

 

YAイメージキャラクター 

「読書チュー」 

きなこもち さん  

（福栄中） 

 

 

Young 
 Adult 
通信 vol.83 
Young Adult 通信は中学生・高校生
向けのお便りです。 

 

 

 

 

 

令和４年 10 月発行 

らいちゃん さん（五中） 
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かるみあ さん （二中） 

 

かがみもち さん（五中） 

 

セン さん（五中） 

 

しらす さん 

（福栄中） 

 

きつね さん（五中） 

 

ミリア さん（五中） 

 

咏紀 さん（五中） 

 

モブ子 さん 

（妙典中） 

 

Ｋ．Ｉ さん（五中） 

 

若草学級（特別支援学級）の 

生徒さんも描いてくれました！ 

 

♡ 

 

♡ 

 

かるみあ さん 

（二中） 

 

いちごの天然水 さん 

（東国分中） 

 

https://3.bp.blogspot.com/-BTScko60ueE/XLAdppll-XI/AAAAAAABSaQ/BLwBgeXsXAcoZEZjeGL15CzMhSgrtue6gCLcBGAs/s800/video_frame_169.png
http://www.city.ichikawa.lg.jp/library/db/1030.html


 

 

 

 

 

『ルーミーとオリーブの特別な 10 か月』  
ジョーン・バウアー／著 杉田七重／訳

（小学館 2021.11） 
両親を亡くした 12 歳の少女オリーブ・ 

ハドソンは、会ってまもない異母姉のモー 
ディーと新しい生活を始めることになる。 
慣れない環境に不安なオリーブだったが、 
あるとき、犬好きが高じて、盲導犬候補の 
子犬を自宅にむかえ、約十か月間育てるボ 
ランティア「パピーウォーカー」をするこ 
とになる。子犬のルーミーの世話を通して 
オリーブも成長していく。 

 
 

★新しく入った本の一部を紹介します★ 
 

『世界一くさい食べもの なぜ食べられないような食べものがあるのか?』 小泉武夫／著  （筑摩書房 2021.11） 

納豆や、タクアンはまだ序の口、世界にはくさい食べ物が数多く存在する。もはや食べ物とは思えないほど強烈 

な魚の缶詰「シュール・ストレミング」、「ヒツジの血の腸詰め」イギリスのチーズ「スティルトン」など。これらの 

食べ物はくさいからつくられたわけではなく、必要に迫られて生み出されたものだ。 

『スカーレットとブラウン あぶないダークヒーロー』  

ジョナサン・ストラウド／著 金原瑞人／訳 松山美保／訳 （静山社 2021.11） 
荒れ果てたイングランドをわたり歩く無法者、スカーレット・マッケイン。銀行から札束を盗み、無人地帯の森

に逃げこんだ彼女は、横転したバスを見つけた。その中には、野獣の餌食になるのを免れ、ただひとり生き残った

少年アルバート・ブラウンがいた。 

『理系の「なぜ?」がわかる本 5分でわかるイラスト図解!』 小谷太郎／著 （青春出版社 2021.7） 

「もともと毒物だったコーヒーをおいしく飲めるのはなぜ？」「どうして占いは当たるの？」などの身近な疑問

に、現代科学を使ってやさしく解説しています。ほかにも、「130年ぶりに変わった“キログラムの基準”」や

「世界で一番黒い物質」の説明など、おもしろい理系のウンチクがつまっている本です。 

 

こちらも 

オススメ 

 

『さばの缶づめ、宇宙へいく 
   鯖街道を宇宙へつなげた高校生たち』  

小坂康之／著 林公代／著  
（イースト・プレス 2022.1） 

ある生徒の一言がきっかけで始ま
った福井県立若狭高校の「宇宙日本食
さば缶」開発。明治時代から受け継が
れてきた伝統製造方法に、最新の衛生 

管理手法を導入し、地元の「よっぱらいサバ」
を使って世界唯一の宇宙食さば缶を作り上げ
た。自分たちが作ったさば缶を宇宙に届けるた
め、高校生約 300 人が奮闘した 14 年間をつづ
った一冊。 

 
 

 
『マスクと黒板 Masks and Blackboards』  

濱野京子／作（講談社 2022.4） 
ある日突然、中学の昇降口の黒板に見事な黒 

板アートが描かれていた。美術部の立花輝は、 
校舎の絵と、新一年生へ向けた《コロナに負け 
るな！》というメッセージに目が釘付けになる 
が、誰が描いたものかわからない。それから少 
したって二回目、またその後に三回目、四回目…次々に
描かれる黒板アート。輝は、あの黒板アートは誰が描い
たのだろうと考えるうちに、コロナで運動会や文化祭
ができなかったかわりに、「黒板アートコンクール」を
開催することを思いついた。 

 

 
『階段ランナー』  

吉野万理子／著 （徳間書店 2022.1） 
 高校３年生の広夢は、家庭の問題を抱 
えていてみんなから腫れ物に触るように 
扱われていた。また、同じクラスの瑠衣 
は、卓球の試合中にイップスを発症して 
しまい、スポーツ推薦での進学が難しく 
なっていた。普段から怒ることのない広夢と、喜怒 
哀楽がはっきりしている瑠衣。そんな正反対の二人 
はお互いに支え合いながら悲しい出来事を乗り越え 
ていく。そして高校生活の最後の挑戦として「京都 
駅大階段駈け上がり大会」への出場を決意した。 
 

 
 

 
『星天の兄弟 Stone and Lotus』  

菅野雪虫／著  
遠野志帆／装画・挿絵 （東京創元社 2021.8） 

〈安景〉（アンギョン）という国に、 
学者の紅海日（ホンヘイル）の家があっ 
た。ヘイルは二度目の妻と異母兄弟の息 
子、海石（ヘソク）、海蓮（ヘリョン）と 
暮らし、村で塾を営んでいた。第二王子 
ファガンの家庭教師にも選ばれ、家族は 
幸せだった。しかしある時ファガン王子 
が反乱をおこし、ヘイルは王子をそその 
かしたという罪で都につれていかれて 
しまう。 

 
 

『タブレット・チルドレン』  
村上しいこ／作 かわいちひろ／絵・漫画 

（さ・え・ら書房 2022.2） 
２人でペアになって、タブレットでＡＩ 

の子どもを育てる校外学習を行なうこと 
になった。ランダムに選ばれた心夏の相手 
は、中学２年になってから一度も話したこ 
とない温斗。何かというとするどい意見を 
言うＡＩの11歳の少女マミを無事育てる 
ことができるのか。 

 

🐦今回紹介した以外にも、図書館にはおもしろい本がいっぱいです。読書の秋を満喫してくださいね！ 

🐦今年も「ＹＡ“夏季”氷本」をしました。なぜか、ホラーが人気でした！ 

🐦皆さんの学校で作った本のＰＯＰなど展示中！見に来てね！ 

担当のつぶやき 
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